
 

平成 23 年 ５ 月 23 日 

 

各     位 

会 社 名  ユシロ化学工業株式会社 

代表者名  代表取締役社長   大胡 栄一 

（コード番号：5013  東証一部） 

問合せ先  常務取締役財務部長 百束 立春 

（TEL 03 － 3750 － 6793 ） 

 

 

（訂正・数値データ訂正あり） 

「平成 23 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

  平成 23 年５月 13 日に発表しました、「平成 23 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載

内容の一部に誤りがございましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 【訂正箇所】  

１． サマリー情報 

（１）連結経営成績 

（訂正前）   

                                 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

23 年 3月期 

22 年 3月期 

 百万円 

23,107 

19,884 

％ 

16.2 

△15.3 

 百万円

2,050

987

％

107.6

91.1

 百万円

2,464

1,491

％ 

65.3 

69.1 

 百万円 

1,435 

452 

％

217.3

41.4

（注）包括利益  23 年 3 月期 1,285百万円（△27.2％） 22 年 3 月期 1,766 百万円（－％） 

 

 

（訂正後）   

                                 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

23 年 3月期 

22 年 3月期 

 百万円 

23,107 

19,884 

％ 

16.2 

△15.3 

 百万円

2,050

987

％

107.6

91.1

 百万円

2,464

1,491

％ 

65.3 

69.1 

 百万円 

1,435 

452 

％

217.3

41.4

（注）包括利益  23 年 3 月期 1,256百万円（△28.8％） 22 年 3 月期 1,766 百万円（－％） 
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２． 添付資料２ページ 

 （１）経営成績に関する分析 

   〔日本〕 

（訂正前） 

金属加工油剤事業は、自動車業界でエコカー補助金・減税等による環境対応車への需要増加

に伴い、生産台数は前年を上回り、また、太陽電池業界では、旺盛な需要を背景に生産能力の

増強を進めており、売上高は順調に推移しました。 

                    （中略） 

    その結果、売上高は前期比 9.8％増の 16,026 百万円となりました。セグメント利益は、主に

販売数量の増加により、前期比94.7％増の1,046百万円となりました。 

 

（訂正後） 

金属加工油剤事業は、自動車業界でエコカー補助金・減税等による環境対応車への需要増加

に伴い、生産台数は前年を上回り、また、太陽電池業界では、旺盛な需要を背景に生産能力の

増強を進めており、売上高は順調に推移しました。 

                    （中略） 

    その結果、売上高は前期比 9.8％増の 16,026 百万円となりました。セグメント利益は、主に

販売数量の増加により、前期比88.1％増の1,010百万円となりました。 

 

 

   〔南北アメリカ〕   

   （訂正前） 

    米国は、自動車生産の順調な回復に牽引され、既存顧客への拡販並びに新規顧客との取引を

進め、また太陽電池用切断油剤の売上もあり、売上高は順調に推移しました。 

（中略） 

    その結果、売上高は前期比 21.5％増の 2,865 百万円となりました。セグメント利益は、原材

料価格が上昇傾向にあるものの、主に販売数量の増加により、前期比83.2％増の427百万円とな

りました。 

 

   （訂正後） 

    米国は、自動車生産の順調な回復に牽引され、既存顧客への拡販並びに新規顧客との取引を

進め、また太陽電池用切断油剤の売上もあり、売上は順調に推移しました。 

（中略） 

    その結果、売上高は前期比 21.5％増の 2,865 百万円となりました。セグメント利益は、原材

料価格が上昇傾向にあるものの、主に販売数量の増加により、前期比98.7％増の463百万円とな

りました。 
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３. 添付資料９ページ 

  （２）連結損益計算書及び包括利益計算書 

    連結包括利益計算書  

（訂正前） 

                                      （単位：百万円）  
 

   

 

前連結会計年度 
（自 平成 21 年４月１日

  至 平成22年３月31日）
 

当連結会計年度 
（自 平成 22 年４月１日 

  至 平成 23年３月 31日）
 

少数株主損益調整前当期純利益 ― 1,701

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 ― △73

為替換算調整勘定 ― △374 

持分法適用会社に対する持分相当額 ― 31

その他の包括利益合計 ― ※2 △416 

包括利益 ― ※1 1,285 

 （内訳） 

親会社株主に係る包括利益 ― 1,064

少数株主に係る包括利益 ― 220 

    

 

 

（訂正後） 

                                      （単位：百万円）  
 

   

 

前連結会計年度 
（自 平成 21 年４月１日

  至 平成22年３月31日）
 

当連結会計年度 
（自 平成 22 年４月１日 

  至 平成 23年３月 31日）
 

少数株主損益調整前当期純利益 ― 1,701

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 ― △73

為替換算調整勘定 ― △403 

持分法適用会社に対する持分相当額 ― 31

その他の包括利益合計 ― ※2 △445 

包括利益 ― ※1 1,256 

 （内訳） 

親会社株主に係る包括利益 ― 1,064

少数株主に係る包括利益 ― 192 
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４． 添付資料 25 ページ 

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  当連結会計年度（自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日） 

（訂正前） 

 （単位：百万円） 
報告セグメント 

 
日本 

南北 
アメリカ

中国 
東南アジア
／インド

合計 

調整額 
（注）１ 

連結財務
諸表計上額
（注）２

売上高    

外部顧客への売上高 16,026 2,865   2,651 1,563 23,107 ― 23,107

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 423 46   ― ― 469 △469 ―

計 16,449 2,912 2,651 1,563 23,576 △469 23,107

セグメント利益 1,046 427 444 172 2,090 373 2,464

セグメント資産 13,825 2,806 2,147 1,712 20,492 8,287 28,780

その他の項目    

減価償却費 394 43 42 30 510 ― 510

 有形固定資産及び無形
固定資産の増加額 340 8 50 42 442 ― 442 

 
（注）１ ① セグメント利益の調整額 373 百万円には、持分法投資損益 381 百万円、未実現利益の消去△7百万円が含まれ 

ております。 
 ② セグメント資産の調整額 8,287 百万円には、全社資産の金額 6,166 百万円、持分法適用会社への投資額 2,488 

百万円及び報告セグメント間の債権債務の相殺消去等△367 百万円が含まれております。 
２  セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

 
（訂正後） 

 （単位：百万円） 
報告セグメント 

 
日本 

南北 
アメリカ

中国 
東南アジア
／インド

合計 

調整額 
（注）１ 

連結財務
諸表計上額
（注）２

売上高    

外部顧客への売上高 16,026 2,865   2,651 1,563 23,107 ― 23,107

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 423 46   ― ― 469 △469 ―

計 16,449 2,912 2,651 1,563 23,576 △469 23,107

セグメント利益 1,010 463 444 172 2,090 373 2,464

セグメント資産 13,825 2,806 2,147 1,712 20,492 8,287 28,780

その他の項目    

減価償却費 394 43 42 30 510 ― 510

 有形固定資産及び無形
固定資産の増加額 305 8 75 141 529 ― 529 

 
（注）１ ① セグメント利益の調整額 373 百万円には、持分法投資損益 381 百万円、未実現利益の消去△7百万円が含まれ 

ております。 
 ② セグメント資産の調整額 8,287 百万円には、全社資産の金額 6,166 百万円、持分法適用会社への投資額 2,488 

百万円及び報告セグメント間の債権債務の相殺消去等△367 百万円が含まれております。 
２  セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

  

 
以 上 


